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環環境境科科学学部部 環環境境建建築築デデザザイインン学学科科 講講師師 永永井井 拓拓生生

研究分野 ：建築構造、材料、工法、数値解析

研究室ＨＰ：http://dda-usp.com/professor/takuo_nagai

■■ヨヨシシスストトラランンドドボボーードドのの開開発発

ヨシの引張強度の平均値は杉や竹と同程度であり、構造材料の原材料とし
て十分な強度を持っています。また、古くからヨシ葺き屋根にも使われるよ
うに、耐久性や耐水性にも優れています。しかし問題は、寸法や強度のばら
つきが大きいことで、製造の合理化を重要視する近代的な材料としては都合
がよくないのです。

そこで、ヨシの高い引張強度を活かしつつ、ばらつきを解消する方法とし
て、ヨシをチップ状に細かく裁断したものを接着剤とともに撹拌し、ホット
プレス加工した構造用のヨシストランドボード（Reed Strand Board：RSB）
の開発を行っています。すでにボードの剛性や強度をコントロールする方法
の実現の目途が立っており、具体的な用途をイメージして、製品化としての
利用に向けた研究を行っています。

ヨシは湖や河川岸に生息する多年生のイネ科の植物です。国内外の多くの地域に分
布していますが、現在はヨシ産業の衰退により需要が落ち込み、多くのヨシ原が管理
不全状態となっています。しかし、ヨヨシシはは木木材材とと同同等等以以上上のの引引張張強強度度を持っており、
さらに木材や竹に比べ、細く軽量のため平地での伐採・調達がしやすく、資源として
優位性を持っています。そこで、ヨシの有効活用を目的とし、ヨシを使った建築の構
造デザインの提案や、構造材料・仕上げ材料の開発を行っています。

ヨシストランドボードに関する研究は、株式会社エスウッドと共同で行っています。http://s-wood.jp/

ヨヨシシをを用用いいたた構構造造デデザザイインン・・建建築築材材料料のの開開発発

■■ヨヨシシをを使使っったた空空間間デデザザイインン、、イインンススタタレレーーシショョンンののデデザザイインン

ヨシの高い強度・軽量さ・自然な風合いといった特徴を活かし、パビリオンやイベントスペースデザイン
と実際的な施工を行っています。

ＲＳＢの試験体サンプル

ＲＳＢの様々な用途のイメージ（いずれも基礎的な実験により実現の目途が立っています）
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  研究分野：環境化学

農薬は農産物の増収、品質の保持、労働力の軽減に多大に貢献していますが、一方では
水環境に残留する農薬成分が生態系に影響を与えるのではと懸念されています。そこで、
水環境中に残留する農薬成分の種類と濃度を調べ、さらに流出を抑える方法を研究するこ
とで、農薬と共存した持続可能な農業のあり方を探っていきます。

持持続続可可能能なな農農業業生生産産とと水水環環境境ににおおけけるる農農薬薬のの残残留留

■■水水環環境境にに残残留留すするる農農薬薬のの研研究究
琵琶湖集水域では農地のほとんどを水田が占めるため、

琵琶湖へは水田施用農薬が流入します。水田で散布される

農薬成分は数十種類以上で、新成分の投入などで年々変化

しています。

実際にどのような農薬成分がどのくらい残留するのかを

明らかにするため、農薬の散布時期や気象条件を考慮しな

がら琵琶湖に流入する大小さまざまな河川や、大学の実習

船「はっさかⅡ」（2021年までは「はっさか」）を用いた

フィールド調査を行っています。

■水水田田かからら水水環環境境へへのの流流出出経経路路にに関関すするる研研究究
水環境への流出を削減するためには、水田から農薬がど

のような経路をたどって流出するのかを知る必要がありま
す。

水田からの直接排水だけでなく、排水口が閉じられてい

る時でも畦の下（土壌の中）を通って流出することをこれ

までに明らかにしました。そこで、農薬にどのような性質

があれば畦の下から流出しやすいのか、流出を抑制するに

はどうすればよいのかを研究しています。

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

■農農薬薬濃濃度度をを把把握握すするるたためめのの新新ししいい手手法法のの開開発発
河川水の残留農薬成分が生態系に与える影響を明らかに

するためには、生態系が受ける農薬の量（曝露量）を正確
に評価する必要があります。例えば月の平均濃度には、週
１回採水した４データの平均値を用いますが、時々刻々と
変化する濃度変動を正確に捉えているとは言えません。

そのため、採水の時間間隔をどんどん小さくする必要が
ありますが、労力と費用の点から限界があります。近年、
農薬を吸着する樹脂を河川に浸して平均濃度に換算する
パッシブサンプリング法が注目されています。現在は流速
や水温など、さまざまな環境条件が測定値に与える影響と
簡易な換算方法の提案など、実用化のための基礎的な研究
を行っています。

河川での採水 琵琶湖での採水

畔浸透水の採水 農薬の土壌吸着実験

河川浸漬後の
パッシブサンプラー

パッシブサンプラーの
キャリブレーション実験
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